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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期
第１四半期
累計期間

第25期
第１四半期
累計期間

第24期

会計期間

自平成28年
　10月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

自平成28年
　10月１日
至平成29年
　９月30日

売上高 （千円） 561,607 525,185 2,087,116

経常利益 （千円） 39,885 26,174 125,089

四半期（当期）純利益 （千円） 26,813 16,869 133,277

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 537,862 537,862 537,862

発行済株式総数 （株） 2,513,800 2,513,800 2,513,800

純資産額 （千円） 595,571 1,064,534 1,096,895

総資産額 （千円） 1,876,812 2,512,864 2,595,243

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 12.29 6.85 60.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 20.00

自己資本比率 （％） 31.7 42.4 42.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社が有している関係会社が、利益基準及び利益剰余金基準

から見て重要性の乏しい非連結子会社であるため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．第24期の１株当たり配当額には、創業30周年記念の配当10円を含んでおります。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、平成29年９月21日にナチュラルグリーンリゾー

ト株式会社よりホテル事業の譲受を行ったことにより、新たに「ホテル関連事業」が加わりました。

　なお、当第１四半期会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況 １ 四

半期財務諸表 注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」から重要な変更があった事項は以下のとおりでありま

す。なお、文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

食品にかかる衛生管理について

　当社は、ホテル関連事業の当社施設において食事や飲料の提供を行っており、管轄保健所より営業許可を取得し、

事業を行っております。

　当社では、食事や飲料についての安全性を重視し、安全衛生管理体制の強化と徹底に努めておりますが、万一、当

施設において食中毒事故など、何らかの食品衛生上の問題が発生した場合、営業停止などの処分を受ける可能性があ

るほか、企業イメージ、社会的信用の低下による顧客離れや、訴訟などによる金銭的損失で、当社の経営成績及び財

政状況に影響を及ぼす可能性があります。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善傾向と、雇用、所得環境の改善を背景に、国内景

気は緩やかながらも回復基調が続いている一方、国内外の政治経済動向の不安定感から、先行き不透明な状況が続

いております。

　一方、当社の主要販売先である外食業界におきましては、全体的な売上高として堅調な推移を見せているもの

の、業態によって業況にばらつきがあるほか、消費者の節約志向は依然根強く、食材価格の高騰や、人材確保の競

争激化による人件費の高騰など、当社の事業領域においては、依然として厳しい状況が続いております。

　このような環境のもと、当社は、中堅、大手の外食チェーンを中心に、従来からのＡＳＰサービスを核としたＰ

ＯＳ・オーダーリングシステムなど、トータルソリューションを提供し、ソフトウェア販売の比率を徐々に高めて

おります。

　また、平成29年８月31日に「ホテル運営事業の譲受に関するお知らせ」で公表したとおり、事業の譲受によりホ

テル事業へ参入いたしました。

　その結果、売上高は525,185千円（前年同四半期比6.5％減）となりました。利益面に関しましては、営業利益

30,071千円（同26.8％減）、経常利益26,174千円（同34.4％減）、四半期純利益16,869千円（同37.1％減）となり

ました。

 

　セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

　なお、当社は、「ＡＳＰサービス事業」の単一セグメントでありましたが、ナチュラルグリーンリゾート株式会

社よりホテル事業の譲受を行ったことにより、報告セグメントを「ＡＳＰサービス事業」と「ホテル関連事業」に

変更しております。

（ＡＳＰサービス事業）

　当社は、顧客である飲食店舗に対し、ＡＳＰサービス事業を核としたＡＳＰサービス事業、システム機器事業、

周辺サービス事業を一体として提供しております。当事業におきましては、売上高は511,347千円となり、セグメ

ント利益は30,045千円となりました。

① ＡＳＰサービス事業

　当事業におきましては、月額サービスの新規獲得及び既存顧客へのサービスの拡大と、「飲食店経営管理シ

ステム(R)」の販売に注力した結果、売上高は271,542千円（前年同四半期比1.7％減）となりました。

　なお、月額サービス料は、3ケ月累計で255,495千円（同3.2％減）となりました。

② システム機器事業

　当事業におきましては、従来からのＰＯＳシステム、オーダーエントリーシステム及びテーブルオーダリン

グシステムについて、既存顧客の出店対応と、リプレイスに集中した結果、売上高は193,589千円（前年同四半

期比20.0％減）となりました。

③ 周辺サービス事業

　当事業におきましては、提携先製品の販売、機器修理などのインテグレーション、サプライ製品などを販売

した結果、売上高は46,216千円（前年同四半期比6.6％増）となりました。

（ホテル関連事業）
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　当社は、ナチュラルグリーンパークホテルの管理運営を行っております。当事業におきましては、売上高は

23,669千円となり、セグメント利益は25千円となりました。

 

(2）財政状態の状況

　当第１四半期会計期間末における資産合計は、2,512,864千円となり、前事業年度末に比べ82,378千円減少いた

しました。これは主に商品25,512千円、売掛金18,817千円及びソフトウェア仮勘定18,757千円などの増加の一方

で、現金及び預金135,086千円の減少及びソフトウェア11,539千円の減少などによるものであります。

　負債合計は1,448,330千円となり、前事業年度末に比べ50,017千円減少いたしました。これは主に預り金16,822

千円の増加の一方、長期借入金29,583千円、買掛金28,197千円などの減少によるものであります。

　純資産は1,064,534千円となり、前事業年度末に比べ32,361千円減少いたしました。これは、四半期純利益

16,869千円の計上の一方、配当金の支払い49,273千円に伴う利益剰余金32,404千円の減少によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,170,400

計 9,170,400

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,513,800 2,513,800

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

単元株式数

100株

計 2,513,800 2,513,800 － －

（注）発行済株式のうち、281,539株は、現物出資（ホテル土地（11251.99㎡）建物 合計394百万円）によるものであり

ます。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額
（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

　平成29年10月１日～

　平成29年12月31日
－ 2,513,800 － 537,862 － 143,599

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は、第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   50,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,463,400 24,634 －

単元未満株式 普通株式      300 － －

発行済株式総数 2,513,800 － －

総株主の議決権 － 24,634 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式給付信託（J-ESOP）の信託財産として資産管理サービス

信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式199,000株（議決権の数1,990個）を含めております。

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社アルファクス・

フード・システム

山口県宇部市西本町

二丁目14番30号
50,100 － 50,100 1.99

計 － 50,100 － 50,100 1.99

（注）株式給付信託（J-ESOP）の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式

199,000株は、上記自己株式に含めておりません。

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成29年10月１日から平成29

年12月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年10月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、監査法人大手門会計事務所による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年９月30日)
当第１四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 281,520 146,433

売掛金 161,963 180,781

商品 328,375 353,887

貯蔵品 28,860 28,127

前渡金 17,773 9,720

前払費用 21,673 24,411

繰延税金資産 37,445 32,023

未収入金 8,712 32,784

未収消費税等 53,103 53,103

その他 6,896 7,279

貸倒引当金 △4,259 △5,337

流動資産合計 942,063 863,215

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 720,789 716,406

構築物（純額） 18,466 18,078

工具、器具及び備品（純額） 149,033 153,333

土地 139,627 139,627

リース資産（純額） 76,523 72,529

建設仮勘定 615 695

有形固定資産合計 1,105,055 1,100,670

無形固定資産   

ソフトウエア 110,199 98,659

ソフトウエア仮勘定 167,947 186,704

電話加入権 2,445 2,445

特許権 671 648

のれん 27,777 26,388

無形固定資産合計 309,040 314,846

投資その他の資産   

関係会社株式 10,200 10,200

出資金 123 127

長期前払費用 176,767 175,197

敷金及び保証金 12,200 12,200

繰延税金資産 12,262 8,792

長期未収入金 59,677 59,677

その他 10,825 10,947

貸倒引当金 △43,050 △43,050

投資その他の資産合計 239,005 234,092

固定資産合計 1,653,101 1,649,610

繰延資産   

社債発行費 77 38

繰延資産合計 77 38

資産合計 2,595,243 2,512,864
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年９月30日)
当第１四半期会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 143,276 115,079

短期借入金 ※１ 450,000 ※１ 450,000

1年内償還予定の社債 7,000 7,000

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 103,749 ※１ 118,333

リース債務 17,643 17,253

未払金 68,140 55,981

未払費用 11,942 13,101

未払法人税等 6,569 2,606

預り金 10,150 26,972

前受金 52,099 55,464

賞与引当金 19,461 4,707

その他 － 14,933

流動負債合計 890,034 881,434

固定負債   

長期借入金 ※１ 501,250 ※１ 471,666

リース債務 65,706 61,393

退職給付引当金 41,356 33,836

固定負債合計 608,313 566,896

負債合計 1,498,347 1,448,330

純資産の部   

株主資本   

資本金 537,862 537,862

資本剰余金 327,723 327,723

利益剰余金 268,784 236,380

自己株式 △37,560 △37,560

株主資本合計 1,096,809 1,064,405

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 86 128

評価・換算差額等合計 86 128

純資産合計 1,096,895 1,064,534

負債純資産合計 2,595,243 2,512,864
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成28年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 561,607 525,185

売上原価 367,247 324,884

売上総利益 194,359 200,300

販売費及び一般管理費 153,263 170,229

営業利益 41,095 30,071

営業外収益   

助成金収入 700 750

貸倒引当金戻入額 4,287 －

雑収入 181 287

営業外収益合計 5,169 1,037

営業外費用   

支払利息 2,221 2,556

支払保証料 123 123

支払補償費 3,383 462

支払手数料 611 1,752

その他 38 38

営業外費用合計 6,379 4,934

経常利益 39,885 26,174

税引前四半期純利益 39,885 26,174

法人税、住民税及び事業税 3,755 433

法人税等調整額 9,317 8,871

法人税等合計 13,072 9,305

四半期純利益 26,813 16,869
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【注記事項】

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　当社は、従業員の福利厚生サービスとして自社の株式を給付し、当社の株価や業績との連動性をより高め、

経済的な効果を株主の皆様と共有することにより、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気を高めることを

目的として、「株式給付信託（J-ESOP）」（以下、「本制度」といいます。）を導入しております。

（１）取引の概要

本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に基づき、当社の従業員が株式の受給権を取得した場合に当

社株式を給付する仕組みです。

当社は、従業員に勤続や成果に応じてポイントを付与し、従業員の退職時等に累積したポイントに相当

する当社株式を給付します。退職者等に対し給付する株式については、あらかじめ信託設定した金銭によ

り将来分も含め取得し、信託財産として分別管理することになっております。

 

（２）「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第30号　

平成27年３月26日)を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

 

（３）信託が保有する自社の株式に関する事項

①信託における帳簿価額は前事業年度144,274千円、当第１四半期会計期間144,201千円であります。信託

が保有する自社の株式は株主資本において自己株式として計上しておりません。

②期末株式数は、前第１四半期会計期間は199,300株、当第１四半期会計期間は199,000株であり、期中平

均株式数は、前第１四半期会計期間は199,300株、当第１四半期会計期間は199,026株であります。期末

株式数及び期中平均株式数は、１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めておりません。

 

（四半期貸借対照表関係）

※１．当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行とシンジケートローン契約を締結しておりま

す。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成29年９月30日）
当第１四半期会計期間
（平成29年12月31日）

貸出コミットメントの総額 450,000千円 450,000千円

借入実行残高 450,000 450,000

差引額 － －

 

 
前事業年度

（平成29年９月30日）
当第１四半期会計期間
（平成29年12月31日）

貸出タームローンの総額 605,000千円 590,000千円

借入実行残高 605,000 590,000

差引額 － －

 

　２．財務制限条項

　当社が取引銀行５行と締結しているシンジケートローン契約には、以下の財務制限条項が付されておりま

す。

（1）各年度の決算日の貸借対照表における純資産の部の金額を平成28年９月期の決算日の貸借対照表におけ

る純資産の部の金額の80％以上に維持すること。

（2）各年度の決算日の損益計算書における経常損益が２期連続して損失とならないようにすること。

 

　３．保証債務

前事業年度（平成29年９月30日）

　システム機器の販売顧客のリース債務17,320千円について、債務保証を行っております。

 

当第１四半期会計期間（平成29年12月31日）

　システム機器の販売顧客のリース債務16,564千円について、債務保証を行っております。
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（四半期損益計算書関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産にかかる償却費を含む。）及びのれんの償却額は次のとお

りであります。

 
前第１四半期累計期間
（自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日）

当第１四半期累計期間
（自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日）

減価償却費 20,337千円 38,586千円

のれんの償却額 － 1,388
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

（2）基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの

　　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成29年10月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年12月26日

定時株主総会
普通株式 49,273 利益剰余金 20 平成29年９月30日 平成29年12月27日

（注）１．配当金の総額には資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金

3,982千円が含まれております。

２．１株当たり配当額には、創業30周年の記念配当10円を含んでおります。

 

（2）基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの

　　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（有価証券関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、記載事項はありません。

 

（持分法損益等）

　当社が有している関係会社は、利益基準及び剰余金基準から見て重要性の乏しい非連結子会社であるため、記

載を省略しております。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成28年12月31日）

　当社は、ＡＳＰサービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成29年10月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
合計 調整額

四半期損益計算
書計上額(注)

 ＡＳＰサービス事業 ホテル関連事業

売上高      

外部顧客への売上高 511,347 13,837 525,185 － 525,185

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ 9,832 9,832 △9,832 －

計 511,347 23,669 535,017 △9,832 525,185

セグメント利益 30,045 25 30,071 － 30,071

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社は、前第１四半期累計期間においては「ＡＳＰサービス事業」の単一セグメントでありましたが、平成

29年９月21日付でナチュラルグリーンリゾート株式会社より、ホテル事業の譲受を行ったことに伴い、当第１

四半期会計期間より、報告セグメントとして「ホテル関連事業」を新設しております。これにより、当社の報

告セグメントは、「ＡＳＰサービス事業」及び「ホテル関連事業」の２つの報告セグメントとなりました。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 12円29銭 6円85銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 26,813 16,869

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 26,813 16,869

普通株式の期中平均株式数（株） 2,182,217 2,463,657

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概要
－ －

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　２．信託が保有する当社株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除

する自己株式に含めておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成30年２月14日

株式会社アルファクス・フード・システム

取締役会　御中

 

監査法人大手門会計事務所
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 武川　博一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　正樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アル

ファクス・フード・システムの平成29年10月１日から平成30年９月30日までの第25期事業年度の第１四半期会計期間（平

成29年10月１日から平成29年12月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年10月１日から平成29年12月31日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファクス・フード・システムの平成29年12月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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